
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
年
譜

小
引
。
上
掬
に
は
ス
ミ
見
の
行
突
を
、
直
接
彼
の
生
活
に
闘
係
し
た
周
閣
の
務
化
と
共
に
記
越
し
、
下
欄
に
は
エ
ミ
ス
と
同
年
代
の
、
主
と
し
て
英
偽
郷

の

附
仰
の
方
向
を
指
示
す
る
著
作
‘
事
件
を
列
渇
し
た
。
年
譜
作
製
に
ワ
い
て
、
ア
ダ
ム
・
ぞ
ミ
ス
の
行
賞
及
そ
の
時
代
の
そ
れ
を
と
の
注
文
を

受
け
た
の
で
あ
ワ
た
が
・
子
、
、
-A

の
生
活
殊
に
道
徳
情
操
論
及
富
岡
論
の
著
作
に
直
接
関
係
あ
る
事
悩
は
、
主
と
し
て
ハ
，
チ
忌
ソ
ン
へ
の
師
事
、
‘

ヒ
ュ
'
ム
及
7
ィ
ヂ
オ
ク
-
7
1
ト
と
の
交
遊
の
如
き
彼
の
行
貨
の
聞
の
関
係
で
あ
ワ
て
、
特
別
に
そ
の
時
代
を
附
記
ナ
る
必
要
が
先
ず
つ
な
い
。
彼
は

時
代
の
精
神
を
云
ひ
表
し
て
を
る
が
、
時
代
が
彼
を
ワ
〈
っ
た
と
い
ふ
粍
で
は
な
い
。
そ
れ
放
に
右
の
時
代
欄
は
直
接
彼
の
生
活
に
関
係
し
た
事

貨
を
記
す
事
を
目
的
と
せ
ず
一
般
に
彼
が
生
活
し
た
時
代
の
文
明
の
方
向
の
中
で
彼
の
地
位
を
定
め
る
資
料
と
な
ら
ん
事
を
目
的
と
し
た
。
こ
の

故
に
熟
知
せ
ら
れ
た
、
彼
の
致
合
的
関
係
及
小
説
文
義
へ
の
無
関
心
に
も
拘
ら
ず
、
此
等
に
関
係
す
る
事
賃
中
、
又
恐
ら
〈
彼
が
ん
ふ
〈
知
ら
な
か

っ
た
外
凶
の
事
貨
が
亦
併
記
せ
ら
れ
た
。
も
と
よ
り
此
方
針
が
競
重
に
守
ら
れ
た
謬
で
は
な
〈
、
例
へ
ば
バ
ー
ク
レ
ー
の
タ
ー
ル
水
の
記
事
及
ト
ヮ

ー
ル

l

ス
の
カ
ラ
事
件
の
如
き
は
、
「
哲
態
」
{
宗
致
」
に
関
し
て
よ
り
も
、
彼
の
書
簡
及
道
徳
情
操
論
に
現
れ
る
彼
の
言
設
に
閲
し
て
撰
ば
れ
た
の

で
あ
る
・
事
賓
の
撲
擦
の
不
趨
蛍
は
抽
出
患
の
自
分
に
と
っ
て
は
避
け
難
い
所
で
あ
る
。
御
容
放
を
願
ふ
。
此
仕
事
に
ワ
い
C
は

hr-gMHSH
】じ一氏。

a
k
r
a
p
E
沼

H
E
F
及

。

80rH
』

E
5
7
0同時《》富山
g

pロ
品
。
己
言
唱
に
捺

p
a
s
-
o同
HKV
同
E
ざ
q
A
)同
国
=
∞
HZV
町田岡山】
SCHVFU『
・
及

H
S
H
B
浮
3
1
F
3
日
出
口
ち
笹
山
田
g
m
E
2
H∞
F
の
S
E
q
-
共
他
を
参
考
し
た
。
猶
ス
ミ
丸
山
主
読
図
論
の
著
作
に
九
百

p
直
接
利
用
し
た
経
済

摩
文
献
は
キ
ヤ
ナ
ン
版
富
岡
論
の
索
引
第
二
に
蒐
集
分
類
せ
ら
れ
て
を
る
。
上
越
の
方
針
か
ら
此
年
譜
に
は
撰
ぴ
入
れ
ら
れ
て
な
い
。
夫
故
そ
の

方
向
に
関
心
の
相
場
合
に
は
同
書
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
・

ア
ダ
ム
・
見
事
三
停
滞

百
一
四
五



商
事
研
究

貴

一
七
二
一
二
、
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第
三
一
念

第
一
一
抗

四
月
二
十
四
日
、
父

六
月
五
日
、
蘇
格
蘭
岡
山
門
戸
内

B
E
W
に
生
る
。

外
港
検
査
官
長
〉
L
P
B
m
B
S
H
死
す
。
母

は
民
号
mhEaH)Gdぬ
H
E
と
て
地
主
の
娘
な

P
き。

一
七
二
六
、

四
歳
、
ジ
プ
シ
ー
に
誘
拐
せ
ら
れ
ん
止
す
。

一関
4

穴

時

代

一
七
二
一
一
一
、

「
丈
島
・
」

4
C
H
骨笹山円。.国同

B
江
包
。
.

「菅島・

一
七
ニ
四
、

「
墜
史
」

「
経
済
事
」

一
七
二
五
、

冨
P
口
角
。
ィ
巳
@
の
吋
p
r
F
a
p
@
H
W
0
0
国
第
三
版
現
は
れ
、

出
。
円
吉
岡
高
之
を
攻
撃
す
。

同

VE沼
田
宮
豆
、
当
。
戸
時
を
同
色
。
よ
り
遁
放
す
。

H
W
5
5
?
岡山

acHU可

a
E
m
o
g
-
W
E
B
S
-

可
申
回
国

DEovrc両日

同

ve
。H
E
M
-
切貼
OHM-
重
商
主
義
的
見
地

よ
り
、
経
済
的
及
枇
合
的
改
革
案
を
H
V

丘
2
大
帝
に
抽
出
む
ω

ーー司

哲
撃
、-

~ ~ 
f::，宮

'" ~ 誌 g
(oコ

1<: '" 
封~
し日2

て 2・
U'J.ミ4
t" 

色 5・
5 ざ

zE 
'< :>:> 

の丹
倫?

理ーをみ
鋳ィ
露事 同

ナ言。-

『
歴
史
」

一
七
二
六
、

「
文
感
」

「
事
件
」

出
g
d
r
H
E
W
N
P
H
h
g
g・
隠
史
科
事
の
存
在
を
主
張
し
、
人

間
治
歩
の
府
和
的
時
代
を
究
む
@

国三
H
2
.
z
m
Z
B
S
E・
myユ
同
酔
ば
出
。
」
Fi回
出
回
4
・

0
H
.
a
-
2
2
@阿
国
・

J
S
Z
包
旬
。
英
闘
一
に
刷
向
島
4

し
三
年
間
英
図
闘

Hkgz・
及

Z
0
4
0
2
を
研
究
ナ
・



一
七
三
三
、

を
由
申
ぷ
。

白
井
g
E
H
の
H
U
H
G
r
p
r
o
c】
一
に
入
事
、
投
旬
語
及
敢
皐

ヂ
ダ
ム
・
ス
号
、
九
年
譜

一
七
二
九
、

「
宗
数
」

一七一一一
O
、

「
宗
教
」

七

、

「
背
血
甲
」

『
文
皐
」

一七一ニ一側、

「
文
皐
」

H
h
m
V
4
.
E
F弘
D
d面
白
色
】
・

d

司
自
白
色
咽
因
。
目
見
附

agz己
q
p明
。

g
p回
同

r
o
c
g
p位
。
白
・

基

督
は
自
然
の
光
に
よ
り
て
勝
一
万
せ
ら
れ
た
る
律
法
の
み
を
肯

定
ナ
と
主
張
ナ
。

F F 
閉 H

d E 
出 a
'"・
¥(i > 
'<1 Q 

s宮;
信言
問

〈
C
H宮
町
矢
田

F
S宵
⑦
国
田
戸
百
ト
ピ
∞
H
S
Z
・
F
c。
ro
及
封
。
者
件
。
回

の
思
想
を
悌
闘
に
紹
介
す
。

「
歴
史
」
胃

szzagd

出
b
B
m
e一古田・

一
七
三
五
、

『
経
済
皐
」

。HSE
a
e国
吋

⑦

酔

巳
A

山口
2

印。回目。

品
。
国

出。昇。
H3.EC=2E-
貨
符
の
性
質
を
設
明
ナ
@

一一一四七



商
挙
研
究

第
三
巻

第
三
甥

一
七
三
七
、

十
月
、

2
2
m
0
4
大
塵
に
入
串
し
、
一
七
四

O
年
迄
在
事
す
。

希
臨
文
事
を
邑

R
B仏
内
円

ps-o唱
に
.
致
事
を
H
N
O

す
ユ

ω吉田
O
ロ
に
.
道
徳
哲
皐
(
経
済
皐
自
然
法
皐
を
含
む
)
を

匂

B
口
町
四
回
同
耳
目
ぽ
巾
目
。
ロ
に
串
ぷ
。

一
七
四
0
年
四
月
日
附
に
て

ω豆
岳
が
師
の
指
導
の
下
に

同ロ
8
0
の
国
民

5
2
Z
P
2
5
の
綱
要
を
作
製
せ
り
と
推
定

せ
し
む
る
、
同
ロ
自
由
よ
り
ロ
ロ
仲
内
有
m
O
ロ
宛
の
書
翰
あ
り
。

七

....... ノ、、

「
宗
教
」

「
事
件
』

一
七
三
八
、

「
政
治
」

】
七
三
丸
、

「
哲
挙
」

出
回
↓
己
申
叱

mkPEw-oぬU
『

D
同
国
。
同
』
ぬ
向
。
ロ
・

巧
C
同
町
田
口
円
宮
己
認
す
扇
町
与
白
書
阿
佐
・

を
創
始
ナ
。

英
岡
市
地
術
禁
止
令
陵
止
せ
ら
る
@

出
色
町
田
ヴ

gz・国
炉

F
E
D酔
回
目
的
・

立
ヲ
ペ
き
旨
を
主
張
ナ
・

一
二
四
凡

濁
泡
敬
界
に
昨
廿
蒙
運
動

君
主
は
政
黛
以
外
に

同

5
5
.祖
暗

H
B
E
A
D
U
同
国

g
s
z
a
5
0・



一
七
回

0
.

六
月
、

ω口
町
口
英
助
金
の
給
費
生
と
し
て
郷
を
出
で
、
。
M
F
E・

出
色
町
C
H

大
撃
に
遊
撃
す
。
此
年
よ
り
一
七
問
ム
ハ
年
迄
。
M
-

F
丘
に
在
り
て
希
臨
.
投
旬
の
古
典
、
伊
国
詩
人
、
悌
園
古
典

等
を
精
製
し
叉
作
文
を
練
習
す
。

一
七
四
四
、

四
月
・
切
mwnZ
一O司
王
L
P
司
仲
間
の
試
験
に
及
第
す
P

ア
ダ
ム
・
ユ
主
ス
年
譜

「
宗
敬
」

一
七
四

O
、
何
回
=
げ
岸
川
田
口

p
g
c
g宮
H

・
努
働
階
級
に
返
榊
論
を
詑
明
ナ
.

一
七
四
一
、

「
事
件
」
吋
同
色
。
片
山
岳
大
王
邸
位
。

「
皆
同
学
」

一
七
四
二
、

「
文
民
中
」

一
七
四
一
一
一
、

「叩仲良中」

「
文
皐
」

一
七
四
回
、

「
哲
母
」

「
宗
数
」

一
七
四
五
、

「
菅
島
a
」

同
日
出
。
岨
回
国
ω
書
官
民
C
H
P
H
E
M
-

】
105
一op--

国同ロロ】例。】
q
.

回
国
刊
誌
O
E
P
】

V
V
口。田
O
H
M
-
H
g
。.

始
め
て
思
想
史
を

系
統
的
に
叙
ナ
。

自
己
伝
岡
田
∞

.ErgHVFKEroz-
時
局
貸
健
小
設
u

同)メ
H
O
自
ヴ
。
与
が
り
い
百
三
民

ρ=。.

4
0
H
O
包
H
0
・
句
片
面
白
O
岡
山
口

W

大
正
を
訪
ふ
。

出。]可一昨。目。
U
1
血
切
廿
山
田
・

n
p
E
ル
水
の
治
療
カ
を
勤
め
、
物
質
の

非
質
質
性
を
設

f
a

第
一
一
向
メ
y
J
T
4
九
ト
令
議
。

F
B目
。
広
岡
山
。

.kpg。・

及

国

E
R
a
E
E
ュ5
0ロ@九回。

三
回
丸
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F
o
E
訳
出

5
2
と
交
る
。

ア
ダ
ム
・
九
ミ
ス
年
譜

「
文
皐
」

「
政
治
事
」

「
事
件
」

一
七
四
九
、

怖
に
解
緯
せ
ん
と
ナ
。

出
口
自
主

]凶器

4
2
]百
四
ZHS-
奇
蹟
の
蓋
然
性
を
検
ナ
。

岡山一由。
v
p
z
a
g
u
g
p号
事
国

Ec--

百
唱
え
官
]
〈

〕
戸
同
の
国
五

pa

]rHCMM
伸
。
昌
三
宮
代
初
出
m】
同
皆
色
合
ω
]『
』
甲
山

m-
図
民
の
一
自
然
的
及

隠
史
的
特
性
に
か
け
て
法
律
を
論
ず
。

h
p同

H'rwzcvmVHU
己
目
。
線
約
に
よ
り
て
英
図
冨

E
E国
を
取
得

ナ。

思
想
、
情
緒
及
意

思
動
作
の
起
原
を
全
時
的
及
綴
起
的
聯
想
の
法
則
の
下
に
感

鐙
の
み
よ
り
説
明
ナ
。

カ
ル
ピ

y
汲
的
メ
ソ
ダ
イ
ズ
ム
の
濁
立
.

「
哲
拳
」
同
己
巴

0
3

。z
z
gま
E
B
百
5
・

「
宗
数
」

「文血中」

自国
8 ~ 
戸白

=司 zzコ
g P 
B 
"-1 
D 
コ
'" 皿

h
g
F
5
0回
一

4
3山
々
。
同
国
千

属
医
@
C
B尚
昆
ロ
の
ザ
ロ

l

ン
最
著
名
と
な

P
H
H
K
F
F
B

Z
長
岡
記
念
g
F
冨
日
目
。
ロ
陣
。
】
温
民
C
Bロ
&
等
屡
々
合
ナ
。

彼
等
は
又
国
O
H
E
O
H
M
-

同
O
H
4
b
Z
H
H
P
属
目
。
円
出
M
M
2
4・
出
目
。

P
H
句
。
向
。
回
向
等
の
サ
ロ

I
Y
を
有
せ

P
。

三
五
一



商
皐
研
究

宮容

巻子

第
一
一
貌

一
七
五

0
.

此
年
よ
り
翌
年
一
七
五
一
年
に
か
け
て
の
冬
期
、
再
び

出
血
山
口
吉
元
r

k
公
開
講
演
を
行
ひ
英
文
皐
と
併
べ
て
経
済
事

を
講
じ
商
業
の
自
由
を
主
張
す
。

詩
人

凶
由
自
己
件
。
ロ

及
奮
友
、

商
務
及
拓
殖
官

M
9
5
2

。
担
当
釦
E
と
交
る
。

同
国
官
。
"
。
国
当
色
白
に
出
国
宮
司

o
u
p
@
出
P
H
P
ロ
g
c同
時
富
山
内
w

の

草
稿
を
怠
る
。

一
七
五
一
、

2
2
m
o増
大
串
論
理
皐
教
授
に
任
ぜ
ら
る
。

就
職
論
文
.

H

)

町
。
円
狂
言

E
g
g
B
を
讃
む
。
修
辞
島
一
友

美
文
皐
を
併
せ
講
歩
。
十
月
よ
り
論
理
を
講
者
1

る
傍
ら
.
病

気
休
講
中
な
る

p
o
m
の
E
目
的
町
内
に
代
り
道
徳
哲
墜
を
講
や
。

国
ZHHMm
と
始
め
て
交
る
。
商
人
な
る
市
長
。
o
n
r
g
m
と

交
り
、
共
の
設
立
せ
る
経
済
皐
舎
に
入
食
し
、

問
題
を
討
論
す
。

一
月
十
六
日
、

商
工
業
上
の

一
七
五
O
、

「
政
治
事
」

「
廃
出
品
」

「
文
事
」

一
七
五
一
、

「
折
口
同
学
」

「
文
皐
」

=一五二

H
H
2
2
2戸
懸
賞
論
文
句

H
2
2
a
g同

H
g
m
o日
g
s

S

F
国
号
官
、
に
於
て
、
事
婆
の
議
歩
は
道
徳
を
向
上
せ
し

め
ず
と
主
張
ナ
。

時
国
時
印
。
酔
日

句
同
D
悦
司

V
E
2
2
2丘
町
向
。
円
一
回
母
島
岡
戸

ghpE

抽
出
歩
は
開
反
の
法
則
に
従
ふ
。

4CHSto-

国
⑦
巴
町
を
訪
ふ
。

同
5
E
T
出
口

ρ
丘
品
。

cESE-HM∞
忌
@
M
V
H
E丘町目。田
O
同

出
向
。
】
q
p
F
F

U
5
0
8酔
及
匂
戸
目
。
臣
官
ユ
は
、
〈
CH宮
町
P
吋
戸
お
c
y
山
広
島
?

E
C
=
円。y
H
)
S
H
O
P
H
v
g
g
z
tロ
其
他
の
協
力
に
よ
り
て

出
口
。
同

Oz--芯
第
一
巻
及
恥
ニ
止
せ
を
編
纂
出
版
す
。



一
七
五
二
、
Q
P山
区
内
の
後
任
と
し
て
道
徳
哲
皐
(
自
然
紳
皐
.
倫
理
事
、

自
然
法
皐
、
枇
舎
費
展
史
、
経
済
墜
を
包
括
す
)
の
携
任
教
授

と
な
る
。
国
ロ
8
0
を
論
理
事
後
任
教
授
に
推
邸
中
ぜ
ん
と
し
て

成
功
せ
4
y
e

H

出
山
口
言
語
r
哲
事
舎
の
舎
員
に
推
選
せ
ら
る
。

校

友

及

同
s
g
m
等
と
共
に
、

2
2
m
0
4
4
文
畢
協
舎
ゑ
る

枇
交
倶
楽
部
を
つ
く
る
。

国
S
B
P
出
色
国
ヴ
同
時
ぬ
伊
勢
護
士
舎
同
書
館
の
司
書
と
な
る
@

一
七
五
四
、

立同
し志
主と
と宍
しに
て J

巷 t
護主
揖 2
上三
σ) -n" 
問 2・
題 sを。
告を4ド 炉内

論 E
F 回
。0'"

号
。司
ロ‘

を
設

(
比
舎
は
一
七
六
七
年
迄
縫
績
せ

p
v
・

一
七
五
五
‘

七
月
、
同
志
と
共
に
文
襲
雑
誌
同
仏
間
ロ
ぎ
吋

m
r
H
W
2町内
4
を

護
行
し
、
h
F
H同

2
山
市
場
。
同
巴
『
-
H
o
rロ白
C
ロイ匂町内伸一
O
S
9
4
を

ア
〆
ぷ
・
ス
車
九
年
諮

一
七
五
二
、

「
経
済
事
}

「
廃
奥
」

一
七
五
四
、

「
哲
串
」

国
E

周回目
o
u
-
H
r
E
Z己
U
2
0
0
3
a
o
p
商
業
均
衡
諭
に
於
て

貨
幣
を
以
て
農
の
閣
富
の
循
環
の
手
段
な
り
と
し
圏
内
に
貨

倣
市
を
蓄
積
す
る
事
を
目
的
と
す
る
重
商
主
義
的
干
渉
に
反
針

ナ
。40白

神
宮
町
0
.田

g
g
Z
品。
M
L
O国
防
血

M

口
4
・

。se--z一
暗
量
出
品
品
。
国

m
S
E
t
-
u
m
反
省
の
能
力
を
も

感
受
よ
り
説
明
ナ
。

「
政
治
事
」

F
ロ
也
君

g

u

F
荘
=
。
品
。

H・F
R
E
H
Z
b・
不
卒
等
は
自
然

法
に
背
反
ナ
る
旨
を
設
き
現
在
の
枇
舎
秩
序
を
攻
撃
す
。

一
七
五
五
、

「
歴
史
」
出
回
目
。
u

岡山

m
g
q
D同
国
ロ
私
自
白
・

第
一
巻
。

『
耕
自
筆
」
同

aevgoysω
す
目
。
同
]
声
。
ヨ
同
町

E
-
2
0匂
『
吋
出
版
せ

ら
る
。
人
間
を
徳
行
に
導
〈
べ
き
道
徳
官
の
存
在
を
設
舎
、

一五



商
事
研
究

第
一
一
猿

第
三
巻

園

主
と

し翌
℃年
はー
悌月
層護
U 行
文の
警第
四ー

を説
紹且

2量
る読
書 IC
簡は
開欧
の洲
一各

寄
稿
す
。

語
を
寄
稿
す
。

一
七
五
六
、
J
F
F
2
2お
C
J
〈
大
撃
の
機
械
工
と
な
る
。

一
七
五
七
、
宮
町
哲
也
D
Y
回目

g
o
に
代

P
て
堕
出
ロ
ヴ

5
m
v
捧
護
士
命
官
翻
香

館
の
司
書
と
な
る
。

「
蜘
職
務
隼
」

三
五
問

か
〈
の
如
き
倫
理
的
義
は
最
大
多
数
の
幸
繭
を
来
ナ
ペ
き
行

銭
な
り
と
す
る
。

同制・

C
E

『
文
祭
」

ι

『C
V
E
C出
H

匂由。
R
D
E
m
p
一号・

@ロ

mbmm山岡
P
H
・

一
七
五
六
、

「
経
済
摩
」

「
文
皐
』

「
事
件
」

一
也
五
七
、

「
哲
皐
」

一
宗
教
」

円
相

gspup
出

4
2
L
E
S
及

吋

Z
E
M
O岡
田
な
る
ニ
論
文
を

出
口

4CMc--向
。
に
寄
稿
す
。

kFEMLC国
図
。
目
E
Z
農
業
の
改
善
を
諭

HVH品
H
1
h
v
ず
⑦
M
V
S
U

ず。MWE凶
向
。
日
時
旬
。
主
同
窓
口
出

p
o
mロr
H
H
B
6
2
=
門
戸
出
。
岳
民
酔
同
=
】
・

七
年
鞍
争
起
る
。

町
立

g
H
出

Z
M
O司

O同
仲
宮
町
岡
山
口
氏
宮

-
H
O
g
a
Z
5
0同

出。

g一
回
申
・
善
悪
は
理
性
に
よ

P
て
識
別
せ
ら
る
a

同

S
E
H
F
Z
H
S】
目
白
酔

o
q
o内
容
白
色

S
・
比
較
研
究
法

を
舟
ひ
多
料
品
棋
を
以
て
信
仰
の
原
始
的
形
慈
な

P
と
す
。
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商
事
研
究

崎
市
三
巻

第
一
一
揖

一
七
六
一
、

民
o
g
-
m
m
E
g
g
Z
第
二
版
、
J

門
}
回
。
巴
古
田
町
三

mHtgoロ

岳
巾
。
岡
山
加
山
口
布
。
町

F
g
m
g
n巾
を
附
し
て
護
行
せ
ら
る
。

九
月
、
校
務
を
携
へ
て
始
め
て

FgaoHH
に
上
る
。
後
の

首
相

F
o
E
g急
送
E
と
同
道
し
‘
虫
色

Z
E
自
由
主
義

に
改
宗
す
@

ω 
pl 
同 炉司... ..... 
己~
t1l P 
叩

'--1 

2Lそ
竺の

言他
「の

に蘇
違格

令曹
よ身
か諸
与友
ヲー に
o .，.手
-"'-

る

始
め
て

∞炉。
H
E
E
及

凶

5
E
始
め
て
政
論
と
し
て
自
由
主
義
を
鼓
吹

ナ。

一
七
六
二
、

副
総
長
と
た
る
。

明
色
町
ロ
ゲ
ロ
司
忠
岡
》

orm円
倶
業
部
の
成
立
に
関
興
す
。

一
五
六

「
科
皐
」

「
経
済
皐
」
百

g
g
g

同
凶
H
9
0
】
同
‘
潜
熱
を
後
見
ナ
a

「
事
件
』

一
七
六
一
、

『
事
件
」

一
七
六
二
、

「
管
場
」

時
国
H
g
A
U
H
q
E

向
。

H
-
M
B
M
u
g
-

。ga
o
口
同
卸
位
ナ
。
内
閣
民
山
由
民
P

回
日
を
蘇
格
闘
に

鏡
援
す
る
事
に
反
封
ナ
。
回
目

E
E
制
度
を
請
願
す
る
鋳
に

出
色
ロ
ゲ
己
ぬ
げ
に

M
V
D
宮
吋
岳
国
ゲ
設
立
せ
ら
る
。

O
S
H向
。
混
及
k
p
自
由
孤
島
市
局

D
H
Z
E
に
よ
り
て
英
偽
に
奴
隷
貰

畏
反
封
運
動
起
る
。

H
b
品
同
芝
居
由

回目。

B
S言
。
向
。
岡
山
氏
。
同
回
目
・

「
政
治
皐
」

HHbg国
由
。
昌
国

門

a
b
u
-
U
B
P
O
由
。
口
町
内
ド
ゲ



一
七
ム
ハ
三
、

十
月
、
J

門

ed司

E
r
zと
の
聞
に

F
H
a
m
a
r
公
の
随
伴
教

師
た
る
べ
き
契
約
確
定
す
。

十
一
月
、
皐
部
よ
り
各
期
中
任
意
の
時
期
に

F
c
E
Cロ
に

上
る
許
可
を
得
。

国
=
B
0・
国

aHHTHH∞
V

に
あ
り
八
月
巴
里
駐
在
英
園
大
使
付
秘
書

官
に
任
ぜ
ら
る
@

F
B
8
2
2
2酢
政
治
的
議
放
よ
り
許
さ
れ
て
故
図
に
弱
る
・

一
七
六
四
‘

一
月
末

F
c
E
Cロ
に
入
京
。

二
月
十
三
日
目

5n-gmr
公
に
随
伴
し
て
巴
里
に
入
る
。

十
四
日
、
巴
里
よ
り
の
釘
凹
m
o
d
大
串
総
長
へ
宛
て
辞
職
願

を
護
詮
す
。

三
月
一
日
、
大
皐
評
議
員
舎

m
H
E吾
の
僻
職
を
許
可
ナ
、
七
月

出
色
白
後
任
教
授
と
な
る
。

二
月
二
十
四
日
、
巴
里
を
穫
し
て
、
三
月
三
日
時
。
三
C
ロ曲目

ア
ダ
ふ
・
ユ
芝
三
年
詩

『
事
件
」

悌
図
パ
門
cdHC50
に
於
て
旬

g
z
p
-
E
ハ
新
教
徒
u
奮
数
政

宗
者
な
る
そ
の
息
子
を
殺
せ
し
嫌
疑
に
て
罪
無
ぐ
し
て
寧
裂

き
せ
ら
る
。

一
七
六
三
、

『
経
済
血
中
」
巴
戸
町

C
E
O
H
F
P
H日
2
2
Z
P
E
e
r
o回
目
。
宏
戸
パ

gP0・

「
事
件
」

一
七
六
四
、

「
背
準
」

「
法
律
皐
」

備
蘭
西
、
北
米
に
あ
る
領
土
を
放
棄
す
。

]
[
許

@
ι
T
H

阿国

ρ丘
町
同
廿
陶
酔

CFro
ロ
=
E
P
Z
Z
E
-
-
常
識
の
原

理
に
基
き
間
回
目
。
に
反
封
し
、
吾
々
は
外
物
の
直
接
知
識

百三
5手
。て
よ、

思自
由・ ♀ 然
ZE・的
。::: 宅聖

~' ~手
h吋 長問

主官
号話
再を
.5'と
量る

出
b
戸
m
m
A
u
g
S
H

出
。

2
2
M笹
山

匂
包
含
g
t
e
色
。
】
目
。
唱
回
。
.

刑
法
を
人

文
化
せ
ん
と
す
。

三
五
士



商
事
研
究

第
三
谷

第
一
一
揖

に
着
、

一
七
六
五
年
八
月
迄
滞
在
す
。

国

Z
B巾
の
従
弟
に
て
吋
o
g】
O
己
認
の
監
督
補
助

h
r
r
r
b

F
r川
口
町
宮
司
の

o-Z与
を
通
じ
て
後
の
梯
園
首
相
.
監
替

岡、
0
5
8片
山
市
出
ユ

2
5
及

冨

o
E
-
Z
と
識
る
。

富
岡
論
に
執
筆
し
始
め
た
る
旨
を
七
月
五
日
日
附
に
て

出
口
同
宮
内
に
通
信
す
。

八
月
、
出

c
E
m
g
u円
に
遊
び
、
盟
各
島
町
民
公
に
舎
見
す
。

九
月
、
避
暑
地
図
mw
∞
ロ
守
口
白
骨
切
符
3
2
m
に
遊
ぶ
。

公
弟
出
向
者
。

S
6
Z己
ω
8
2
の
、
一
行
に
加
は
ら
ん
た

め
巴
里
よ
り
来
る
を
迎
へ
ん
と
て
、
十
月
廿
一
日
再
び
ロ
ミ
-

p
g
u円
に
出
殻
す
。

十
一
月
末

.
F
g
m
H
S
E
S
州
議
合
見
皐
の
矯
め
云
。
ロ
ャ

-
d
m
]
]

町
内
円
に
行
く
。

]FHO一g
H
a
S
5
5出
雲
偽
誇

0
・
句
。
村
山
耳
目

出向。仲ロ匂回同一『国日
ρ
=。門戸。

回
以
目
。
出
版
せ
ら
る
。

一
七
六
五
、

八
月
末
よ
り
甫
悌
蘭
西
を
旋
行
し
、
十
月

P
2
5
に
入
る
。

「
文
事
」

45-句
OH
。

一
七
六
五
、

「
科
事
」

三
五
八

汲
的
作
品
"

漫
汲
、

CCHesgτ
甲
ミ
島
2
・
成
切
せ
る
最
後
の
古
典

。星件目。。同

2
5三
0
・
英
国
文
血
平
に
於
け
る
浪

山
『

DV国
田

D
P
Eぢ
g
q
g
s
σ
を
設
立
す
。

h
g
H
5
3
J司
2
骨
骨
夜
…
汽
機
闘
を
愛
明
ナ
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叉
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司
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西
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ら
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